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SPAニュースレター2011年6月号へようこそ。このニュースレターの目的は、各セクションの活動やプロジェクトの新しい情報をSPAメンバーにお伝えし、専門的記録管理と公文書協会との国際的な協力・連携を深めることです。SPA運営委員会は、数年間に渡りニュースレター編集者として優れた仕事をしていただいたColleen McEwenさんに感謝したいと思います。また、新しい編集者、Claude Robertoさんの成功を祈ります。

<P. 2>
SPA運営委員会会議－イスラエル ハイファ

SPA運営委員会はイスラエル公文書情報協会の招きで、2011年3月21日－23日の日程でハイファを訪れました。フランス、スイス、ドイツ、イギリス、イスラエル、オランダ、メキシコ、カタロニア、アメリカ、カナダ及びオーストラリアの各協会代表が参加しました。

会議の議題としては、8月30日から9月2日までエジンバラで開催される第2回SPA公文書協会世界会議（詳細はこのニュースレターに記載されています）の最終調整、公文書に関する世界宣言を各協会がどのように公表し、SPAがどのように支援するか、コンピテンシー・モデルを開発するためのハンドブックの最新原稿、協会賞計画の新しいSPAガイドライン等がありました。また、2012年の総会後の委員会運営の方向性と方式について検討するための計画会議が行われ、ICAにおける各協会の位置付け、ICAに参加し、SPA運営委員会に代表者がいることによる各協会の利益、そして委員会の役割と責務を最も効果的に活かす方法について話し合われました。
イスラエルでは、ハイファ公文書館、エルサレム公文書館、ヤド・ヴァシェムおよびベン・グリオン公文書館も訪問しました。

[写真]
ハイファ公文書館へ向かうSPA運営委員会

写真提供：Cristina Bianchi
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[写真]
ハイファ公文書館でのモーニングティー

写真提供： Zvi Roger（ハイファ市）

第2回SPA公文書協会世界会議


第2回SPA公文書協会世界会議が2011年8月30日から9月2日にまでエジンバラで開催されます。この会議は、公文書記録協会（イギリスおよびアイルランド）が主催するもので、協会の年次総会の際に行われます。この会議は、専門的な公文書・記録管理協会の代表が問題や共通の関心事を討議したり、経験を共有したりする場を提供するものです。登録の詳細は、（イギリス）公文書記録協会のウェブサイトwww.archives.org.ukのトップページに掲載されています。ICA/SPAメンバーは、ICA協会の会員番号を伝えることで国際会議メンバー料金が適用されます。この番号について不明な場合は、SPA共同秘書のColleen McEwen（tcmcewen＠gmail.com）までご連絡ください。会議への参加登録により、ARAセッションにも参加することができます。

プログラムの中で、参加協会が販売用や配布用に作成した出版物等を展示する協会フェアも開催されます。このフェアは8月31日の午後4時から6時まで行われる予定です。各協会に展示用のテーブルが提供されます。もしスタンドやイーゼルが必要な場合は、持参しなければなりません。場所は限られていますので、無料配布物を持ち込むよりは、見本のコピーを用意することをお薦めします。参加協会はフェアの最中、展示テーブルに来る人たちに対応するため、メンバーを配置してください。
フェアへの参加を希望される場合は、Claude Roberto （Claude.Roberto@gov.ab.ca）またはMichal Henkin（henkinzm@netvision.net.il）に7月29日までにご連絡ください。
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2011年SPA年次総会

今年のSPA年次総会は、エジンバラでのSPA会議に併せて9月2日開催されることになっており、10月後半にトレドで行われるCITRAにおいてではありません。総会に先立って、SPA連携プロジェクト、SPAマニュアルおよびSPAウェブサイトについてのプレゼンテーションを行います。
新SPAガイドライン案


SPAガイドラインは、加盟協会が会員に有益で効果的なサービスを提供するのに役立てていただく目的で作成されています。これまでに10ガイドラインが作成され、SPAウェブサイト

http://www.ica.org/746/professional-resources/spa-resources.htmlで入手可能です。ガイドラインは英語、フランス語、スペイン語版があり、今年の8月－9月に行われるエジンバラ会議にて、オンラインSPAマニュアルという形で公表されます。

ふたつのガイドラインが現在作成中になっています。ひとつは協会ニュースレターの作成について、もうひとつは当該協会または職務において顕著な貢献をした会員を正式に表彰する協会賞プログラムの設置についてです。
公文書に関する世界宣言


公文書に関する世界宣言は、2010年9月のオスロCITRAで承認され、現在多くの言語に翻訳されており、ICAのウェブサイトで入手可能です。

http://www.ica.org/6573/reference-documents/universal-declaration-on-archives.html.翻訳はICA事務局で手配されています。もし宣言をまだ翻訳されていない言語に訳したい場合は、予めICAオフィス（secretariat@ica.org）に連絡してください。

各協会による世界宣言の推進を支援するため、SPAは会員が自分の言語に翻訳された宣言を現地で発行するためにダウンロードして活用できる世界宣言用テンプレートを作成します。

この宣言は、2011年10月－11月に行われる第36回ユネスコ会議で検討される可能性があります。もしユネスコの議題に取りあげられることになった場合は、SPAは全メンバーに警告を発し、自国のユネスコ代表にコンタクトを取るよう依頼します。

公文書利用に関するICA作業グループ

2010年の春、ICA最良事例基準委員会は、小グループの公文書管理者に政府系・非政府系の全ての公文書に対する一般利用の最良事例を標準化することが可能かどうか話し合ってもらいました。この作業グループのメンバーは、様々な公文書の伝統を担っています。EASTICA香港立法審議会公文書館Sarah Choy、ヨーロッパ地域支部（EURBICA）リトアニア国立公文書館元館長Victoras Domarkas、EURBICA記録管理コンサルタント（オランダ）Chido Houbraken、ラテンアメリカ公文書管理者協会ブラジル国立公文書館Silvia Ninita de Moura Estevao、EURBICAフランス省間公文書サービスHelene Servant、大学公文書記録機関部会（SUV）オーストラリア国立大学大学公文書管理者Maggie Shapley、SPA（アメリカ）Trudy Huskamp Petersonが議長を務めました。全てのメンバーの作業グループへの参加は、職場の代表ということではなく、それぞれの専門性によるものです。グループは、公文書の利用に関する原則を明記することは重要かつ可能であるという結論に達しました。また、この原則の表明は、ISO基準ではなく、専門的な声明であること、言葉の定義をする試みではなく、既存の定義を用いるものであること、そして公文書の利用についてであり、現在使用されている記録の利用ではないということを決定しました。
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2010年5月のパリ会議の後、グループのメンバーは、ふたつの重要な文書を起草しました。ひとつは公文書利用原則の声明、もうひとつはその原則の実施に助言を提供する技術報告です。この文書を手に作業グループは、メンバーが作業グループに入っておらず、業務でしばしば公文書利用の問題を持つICA関連団体の会長に特定のメンバーにその草案を読んで意見を述べさせ、2011年2月のパリ会議で出された原則について協議会を開くよう要請しました。その結果が協議グループで、以下がメンバーです。事業労働公文書部会代表Didier Bondue、西アフリカ支部Fatoumatta Cisse、教会宗教団体公文書部会Kim Eberhard、アラブ支部Soufi Fouad、地域自治体公文書部門Deborah Jenkins、国際機関部会Jan Lohman、EASTICA Ivan Murambiwa、議会政党公文書部会Gunther Schefbeck、および文学芸術公文書部会David Sutton。協議会は、公文書利用原則の一式を採用することで合意し、ふたつの主要な文書の本文について数多くの提案を出しました。

作業グループは、そのふたつの文書を校正し、協議グループに回し、再度編集し直しました。改定された声明「公文書利用の原則」は、その内容についての一般討論の計画とスケジュールと共にICA理事会の3月の会議で検討されました。理事会の意見をもとに原則が再度校正され、理事会は協議の計画とスケジュールを承認しました。利用者団体にとって公文書利用の利便性が一番の関心事なので、計画には利用者団体や関連機関に草案に対して意見を述べてもらう取り組みも予定されています。
「公文書利用の原則」は、10項の原則から成り、各原則に説明がつけられています。原則と説明を併せて公文書管理実務の声明とします。（これは、ICAの「倫理規定」に則っています。）この「原則」には簡単な用語説明と技術報告がついています。

協議のスケジュールと計画

2011年6月
草案の完成、翻訳、ICA会員と利害関係者への送付、意見の受付開始

2011年9月
第2回公文書協会世界会議　ワークショップ

2011年10月
ICA円卓会議　草案に関するオープンフォーラム
2012年2月
意見受付終了、改定完了、印刷、理事会へ送付

2012年4月
理事会による草案の検討

2012年8月
原則の声明について総会で検討

ICAとSPAは全ての公文書協会に「原則」について今後2012年2月まで会議で話し合い、ICAに意見を送ることを要請します。意見を求められた利用団体や他の団体に対するガイダンスをICAは歓迎します。提案をメールでお送りください。ica@ica.org
草案に取り組んでいる公文書管理人は、ひとつの文書に様々な業務を包括することが困難だと感じています。しかし、全員がICAにとって重要なイニシアチブだと信じています。ICAは草案についての活発な討議を歓迎します。それは、活発な参加によって最終文書が、全ての公文書管理人が尊重する確固とした実務声明となるからです。「原則」が求める行動が高望みのように感じる公文書管理人もいるでしょうが、作業グループは政府系・非政府系公文書の双方にとって現実的な基準だと考えています。話し合いにご参加ください。
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ICA写真・視聴覚資料グループ（PAAG）
写真・視聴覚資料グループ（PAAG）は、写真・視聴覚遺産に関するICAの役割と計画を推進することを目的に作られました。PAAGの使命は、写真・視聴覚資料を担当するアーキビストの一般ガイドラインとツールの作成、活動や教育資源の推進、そして専門家間のコミュニケーションやリソースの分配を支援する仮想空間を作ることです。

現在PAAGには、ウルグアイ、ブラジル、南アフリカ、アメリカ、ニュージーランドとスペインを代表する8名のメンバーがおり、その全員が写真・視聴覚資料の扱いに関する専門家です。このグループのメンバーは、PAAGの活動を促進するために各々の国でネットワークを構築することを計画している。

PAAGの目標のひとつは、ICAのウェブサイトにPAAGのウェブページを作成することです。そこにはPAAGの目標と目的の要約、リソースへのリンク、参加可能な研修の情報、メンバーに関する詳細と連絡先です。

パイロットプロジェクトでは、写真・視聴覚資料の扱いと整理に苦労をしているアーキビストに基本的なリソースを提供する「サバイバル・キット」を開発します。その主な目的は、視聴覚資料の専門家ではないアーキビストが、そうした資料を扱う業務にあたった際に支援することです。PAAGは「サバイバル・キット」を2011年に完成させ、公文書関係者に役に立つ追加のプロジェクトを開始する計画です。

加盟協会からのニュース

ケベックアーキビスト協会（AAQ）－この協会はケベックとフランス語圏カナダのアーキビストを代表するもので、現在は上位組織であるカナダ・アーキビスト事務局（BCA）の運営を受け持っています。

AAQの年次総会がケベック州アルマで2011年6月1日～3日にかけて、「40年、新しい顔」というテーマで開催されました。この会議は世界のフランス語圏のアーキビストの関心を呼び、セッションでは公文書や資料管理の専門家が興味を持つ内容を扱いました。著作権の問題、資料のデジタル化、意匠図の保存、無料の資料管理ソフトについてのワークショップが行われました。また、資料のデジタル化に関する保存方針の策定についてのプレゼンテーションがありました。
国際レベルでは、ハイチ国立公文書館館長によるプレゼンテーションがあり、2010年の地震の後に受けた国際支援の概要と、被害を受けた公文館や資料の修復作業の進捗についての報告がありました。館長は、大地震による膨大な資料の損失に対処するための緊急措置が整っていたことについて言及されました。
総会ではGerald Ermisse氏が、AAQの名誉会員として表彰されました。この賞は、フランス国立公文書歴史センターの元センター長であるErmisse氏の公文書学の発展と推進への貢献と、AAQ等の公文書協会への国際レベルでの支援を讃えるものでした。本協会がこの賞を与えるのははじめてのことです。
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オーストラリア・アーキビスト協会－オーストラリア・アーキビスト協会は、aus-archivist listservに代えて新たにソーシャルネットワークサイトを立ち上げました。このサイトはArchivesLive!といい、公文書や資料分野でのコミュニケーションを推進するものです。このサイトのフォーラムでは、メンバー間でディベートやディスカッションを行うことができ、ブログでは注意の呼びかけや、最新情報の掲載が可能で、リスティングでは、求人広告が掲載できます。また、グループという項目では、特定の関心（例：電子資料、固有性の問題、宗教資料）を持つメンバーがディスカッショングループを作ることができます。現在このサイトには700名の登録者がおり、公文書に関心のある人は誰でも参加できます。http://arciveslive.ning.com からArchivesLive!にアクセスしてください。

オーストラリア・アーキビスト協会のニューサウスウェールズ支部が、「ウィキリークス後、公文書は終わりか」と題するフォーラムを開催しました。以下でポッドキャストを提供しています。

http://recordkeepingroundtable.org/2011/03/28/after_wikilieaks/

第13回カタロニア・アーキビスト会議－第13回カタロニア・アーキビスト会議の科学委員会が、「アーキビスト、自己改革が必要か」という名目で開催され、200人以上の公文書学や資料管理の専門家が5月5日－7日にリョレトデマルに集まりました。ジロナ大学、フランス国立公文書館、カタロニア歴史公文書館、アメリカ国立公文書館、カタロニア・ラルトゥルゲル地域公文書館、そしてカタロニア政府からの講演者が招かれました。

科学委員会は、公文書学分野を大学レベルに拡大すること、ソーシャルネットワークがもたらす機会や可能性を活用することを決定しました。また、ICAの専門能力・機能のモデルを支援し、カタロニアの公文書管理を担当する政府機関が公文書学と資料管理の正しい発展を確実にする構造や機関を維持・開発させるようにするということで合意しました。科学委員会のメンバーは、ジョアン・ボアダス、ルイス・セメノ、ジョセプ・コネホ、ジョアキム・ダバン、パトリシア・リョベラス、ジョアキム・ノッラ、ジュリオ・キレス、M. ルス・レトゥエルタ、ジョアン・ソレール、ハビエル・タラウベッラ、ブランカ・ベルダゲールです。

公文書科学発展協会－ガブリエラ・サラサールは、下院で承認された国家公文書法が、11月までにメキシコ上院の本会議に提出されると報告しました。これは、公文書科学発展協会や他のメキシコ公文書協会や機関、図書館経営学・古文書学国立学校の専門的アーキビストが長期にわたり進めてきた活動の頂点を成すものです。作業グループのコーディネーターは、マリア・テレサ・ドランテス、メキシコ国境なきアーキビスト団会長でした。
